
                              １１月１５日から１６日にかけて神戸新聞社、加東市観光協会、 

株式会社みなと銀行の支援を得て、「社高校生と行く加東市の 

魅力知りつくしちゃえツアー３」が開催され、本校生活科 

学科がツアー内容を考えおもてなしをしました。今年度 

は１泊２日ということで、かなり盛りだくさんのため３年生 

の地方創生班を中心に、製菓班、栄養班、保育班、 

被服班も協力し参加者を盛り上げました。昨年度地方 

創生☆政策アイデアコンテストで優秀賞を取ったことも 

あり、内閣府からも撮影隊が来られ、取材と実際にツ 

アーを撮影、さらにはみなと銀行の関係から日本経済 

新聞やテレビ大阪等取材クルーが大勢来られる大規 

模なツアーとなりました。また、加東市からはケーブルテ 

レビが密着。生徒たちも今年初めての大掛かりなイベン 

トにかなりの力の入れようで大活躍。見ることができた分

の紹介になりますが、内容をお知らせしたいと思います。１５日の内容はすでに 

１６日神戸新聞北播版に掲載されている(⑤)のですが、ツアーバスと一緒に尾 

崎さんと眞鍋さんが神戸駅からガイドをしてきました。最初は､加東市大畑の山の 

芋農園で山の芋の収穫。本校生は山の芋堀りを手伝いました(①・②)。そして､ 

栄養班考案の弁当を食べていただきました｡その後保育班とパークゴルフ場で 

のひと時を過ごしていただき、昨年もコースに入っていた東条湖での見学を経て､ 

播州清水寺の紅葉がライトアップされている様子を楽しんでいただきました。そこ 

では本校生が製作した灯篭が飾られており観光客を楽しませていました(③)。実 

はこの灯篭、１５日１７時から１９時までの２時間限定での設置だったそうで､例年 

催し物がある境内に彩を加えるため本校が協力させていただいたもののようで、この灯篭を見ることができた人

はとてもラッキーだったと後で伺いました。境内からの紅葉もとてもきれいで、ライトアップを見るのは初めての私も

思わず見入ってしまいました(④)。紅葉を堪能された後は宿舎に向かい１日目の行程を無事終了しました。 

 ２日目は嬉野台生涯教育センターでうどん打ち体験をしていただくところに本校生がお手伝いで入りました。

３年生全員参加でのおもてなしです。めん工房遠藤コンスの齋藤氏のご協力を仰ぎ、麺づくりから試行錯誤を

繰り返して割合を考え、ツアー参加者と一緒に麺づくりをして食す体験です。まずは齋藤氏の実演を見ていた 

だき(⑥)、その後、参加者と一緒に粉をこねました(⑦)｡ 

できた塊を足で踏みながら体重を乗せて平らにしてコシ 

を作ります(⑧)。その後厚みを均等にして製麺機にかけ 

て(⑨)麺にしていきます。できた麺を５分くらい湯通しして 

(⑩)釜揚げ麺が出来上がります(⑪)。かなりの量ができ 

ましたので、取材関係の方々にも食べていただきました。 

 

 

 

 

 

 

西脇ロイヤルホテル青山総料理長にもご協力いただ 

き、黒田庄和牛のローストビーフ巻き寿司もツアー参 

加者の皆様にふるまわれました｡生徒たちは折箱への 

詰込みを手伝い(⑫)、また参加者に感想を聞きなが 
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ら楽しいひと時を過ごすことが 

できたようです(⑬)。製菓班は 

今年度初めての生菓子の提 

供ということで､かなり張り切っ 

て作ったそうです。参加者の 

皆様は生徒たちの愛情一杯のケーキに舌鼓をうっておられました(⑭)。その後、seica の焼き菓子等を購入して

いただきました(⑮)。内閣府主催の地方創生☆政策アイデアコンテストには今年も応募しており、昨年度から

発展させたもち麦を使用した地方創生についての研究が近畿財政局長賞を受賞し、そのこともあってかテレビ

からの取材を受けていました(⑯)。多くの方々に見守られながらの活動ですが、ツアー参加者のご協力もあり、

素晴らしい経験をさせていただきました。多くのマスコミ関係の方からの取材も受け、生徒たちは誇らしげに答え、

参加者と一緒にツアーを楽しんでいたようです。 

 午後からは私が学校に戻ったため、後の内容についてはお知らせできませんが、予定としては神結酒造で

の酒造り見学と道の駅での買い物が入っていました。参加された方々の感想も聞いてみないとわかりません

が、本校生活科学科の３年生たちは本当によく頑張っていました。心からのおもてなしをしていたと思います。ま

た、加東市観光協会、みなと銀行、神戸新聞旅行社の皆様ご支援ありがとうございました。この経験を活かし、

さらに地域との連携を図りながら加東市の魅力発信と商品開発に努めていきたいと思っています。 

 触れてはいませんでしたが、１日目収穫した山の芋が１６日の昼食時に提供されたことは言うまでもありません。

すりおろしたので、とても粘り気があっておいしく食べていただきました。 

 １１月２２日は seica が赤い羽根募金活動の一環で、やしろショッピングパーク Bio で焼き菓子の販売をさせて

いただきます。吹奏楽部の演奏もあるので是非ご来店いただき、募金活動にご協力していただければと思いま

す。（同日より Bio では屋上駐車場の壁面ペイントのリニューアルを開始。生活科学科、書道部が参加します。）

いよいよ seica が始まります。（１２月にはクリスマス用に生菓子も出品します。）どうぞよろしくお願いいたします。 

 最後に新型コロナウイルス感染防止につきましては、第３波と言われる大きな感染の波が兵庫県にも来てい

ます。予防対策を徹底し、感染防止に努めなければなりません。皆様のご協力をお願いいたします。 

※今号でお伝えする部活動成績ですが、バスケットボール部の東播総体は男子１回戦敗退、女子５位という

結果でした。ソフトボール部は交流大会だったようです。今週末は放送部が県大会に出場します。よろしくお願

いします。 
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